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論文内容の要旨

近頃瞬間的な強磁場を用いる反i品l磁tUI，~む股収の実験があいついで行われている 。 しかしこれと密篠な

関係のある反強磁tI:体に於ける磁化の非定'抗運動については，理論的ILも実験的にも未Tご研究がなされて

いない。そ 乙でこの論文では CuCl2・2H20，MnF 2， Cr20aを対象として，絶対零度K於ける反強磁性

体の 叩inI1叩pmgを現象論的に考察する。先ず磁化の運動方程式としては，強磁的体の場合はよく用い

られる Landau，Lifshitzの方斜式を反強磁tl的な二つの部分格子が存在する場合に拡張されたものを用

いる。方程式の簡単化のために用いられる本質的な仮定は，外部磁場の強きは，その二乗が交換磁場の二

乗に比べて省略できる程度，即ち自発磁化の二乗に比べて誘発磁化の二乗が省略される程度，とする ζ と

である。 更に，簡単化11:は上記の物質では奥方性被揚が交換磁場11:比べてかなり小さいζ と，及び主主'動が

-Sf-函内11:起るために.!'J発磁化の乙のi[jからのはずれは小きいとしてよいζと，の二点、が用いられてい

る。この近似に於ては巡動は粘fl抵抗を有する振子の運動に似ていて 1の大きい物質とか，交換磁場が

銀万tl磁場K比べて大きいものとかて'は，非娠動的に平衡点に近ずく可能性が強い乙とが分る。汲後。ζ

γMoとえの比は 10: 1. 20: 1であるとして，ζれらの物質に於げる巡動の様子を淵べる。

論 文 の 審 査結果の要旨

反強磁性体の反平行な二つの小格子磁化ベクトノレは，外磁場がないときは結晶の滋化容易軸の方向に向

いている。容易制l方向に臨界隊場 Hc以上の磁場をかけると，岡ベヲト Jレは回転して容易軸に垂直になる。

近年バJレス磁場の方法Kよって 100-1000Koeの磁場が得られるようになり，多くの反強磁性体の Hc

以上の磁場がえられるようKなった。 ζζで，磁化ベヲトルの回転が1時間的にどのように起るかが問題と

なる。

本研究はこれを理論的忙しらべたものである。強磁t1体に対しては，磁場を逆転したときの磁化ベヲト
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ノレの運動を論じたものであるが，反強磁性体に対する上記の問題は全く違った取扱いを必要とし，本研究

が最初である。取扱いは複雑な数学的処理を必要とするが，著者はこれを遂行し，外磁場が余り Hcをこ

さない場合に対して，次のような注目すべき結果を得た。すなわち，磁化ベクトルの回転角を ψとすると

き

2ψ十4A (AivIo)ψ十(r2十 A2)(Hc2sin2ψ-H2sin2(ψ-8)コ=0

但し， ψは磁化容易転から測った角， 。は外磁場Hと容易軸の聞の角 rは gyromagneticratio， λは

damping coefficient， AMoは内部磁場の強さ。

上式は粘性流体中の振子の運動方程式と同ーの形をもっ。ニつの反平行磁化ベクトノレは一般にこまかく

振動しながら回転する。著者はこの微小振動の振動数をも求め，また二，三の具体例を数値的にしらべたc

この研究は新分野に手をつけ，明確な結果をえたものとして重要であるので，この論文は理学博士の学

位論文として十分の価値あるものと認める。
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